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→地域の意見を反映

詳細を分科会で検討
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有識者委員
スケジュール

○ 観光、海外、広報の有識者による検討会を設置し、多様な「地域の食」の魅力を効果的に海外発信する
ため、重点地域を「食と農の景勝地（仮称）」として認定する仕組みを創設し、関連施策で後押し。

「食と農の景勝地（仮称）」イメージ

景勝地C
景勝地Ａ

• 地域マネジメント組織があり、地域の食・食文化を中核として、「食」を育んでいる気候、風土、景観、歴史などの観光資源と
一体的に「景勝地」を形成することで、その「食」を訪ねること自体が観光目的としての価値を有する取組を認定

地域を跨いでの
旅行者の移動を促進

複数地域を旅行することで
滞在日数が増加
⇒ 飲食回数増加・消費拡大地域の食・食文化
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地域の食や観光のブランドマネジメント
及びマーケティング（情報発信）を実施

地域の食・食文化を中心に
観光資源が一体的に魅力を形成

地域の協議体
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• 仏・美食健康都市構想や
「味の景勝地」等を参考に検討

関係省庁等（内閣官房、総務省、文化庁、経済産業省、観光庁、JNTO）
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「食と農の景勝地（仮称）」による発信

訴求力ＵＰ

○「食と農の景勝地（仮称）」とは

• 多様な資源（食、温泉、歴史・文化、景観等々）を集めること（キュレーション）で付加価
値を高め、訪日外国人旅行者に多様な「本場の食」をわかりやすく訴求する旅の仕組みを創
設する。これにより、インバウンド需要を地方へと取り込み、地方創生へとつなげていく。

地域の
温泉

地域の
食

地域の
歴史

地域の
景観

現状の発信

一体的に発信
（日本食・食文化魅力発信で活用）

バラバラに発信

訴求力も分散

品質もまちまち

品質の確保
（更なるインバウンド需要へ）

結果として、旅行者の満足度も低下 結果として、旅行者の満足度も向上 → 更なる関心 → 好循環
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「食と農の景勝地（仮称）」のポイント

「食と農の景勝地」の要件（案）
① 「食」コンテンツの存在
② 「食」と地域の強い絆
③ 「食」を楽しめる環境（受入体制）
④ 「食」等の品質管理をする地域協議会

「食と農の景勝地」の効果
• 国が「地域の食」を一括して海外へ発信
• 「本場の食」が楽しめる場所がわかりやすい
• 「食」の品質が担保され、旅行者の満足度向上
• 地域が一体的に取り組むための動機づけ・求心力



○「食と農の景勝地（仮称）」施策概要（検討中）

• 各地に存在する「地域の食」の魅力をより効果的に発信するため、海外目線で魅力のある地
域を「食と農の景勝地（仮称）」と称して紹介することで、訪日外国人旅行者を地方へと誘
導するとともに、景勝地の取組を通じて、「地域の食」の継承・発展を促していく。

「食と農の景勝地（仮称）」の位置づけ

一般的な地域

受入体制の
整った地域

「食と農の景勝地」

①食や農といった
地域資源を活用した
観光地域づくりを支援

②海外目線で魅力の
高い地域を取り上げ
海外向けに発信

認定要件の考え方（要件のイメージ）

形式的要件

①「地域の食」の存在
•観光資源として「地域の食」を
活用していること

②食と地域の結びつき
•活用している「地域の食」が
地域と強い結びつきがあること
（景観や歴史等）

③受入体制の整備
•旅行者が「地域の食」を楽しめる
環境（飲食店、宿泊施設等）が
整っていること

④地域協議会の存在
•地域の将来展望の共有や
「地域の食」や受入体制の品質
管理を行う協議会があること

質的要件

①地域の将来展望
•景勝地としての長期的な展望
（ビジョン）や目標があること

•地域にＰＤＣＡ管理を行う能力
があること

②持続可能性
•景勝地の取組を通じて
地域の「食と農」を維持・改善し、
取組全体の持続可能性が
考慮されていること

「食と農の景勝地（仮称）」に取り組む意義

国の日本食・食文化発信政策としての意義

○ 「地域の食」と日本食・食文化の魅力発信関連
施策との連携強化

• 「地域の食」の魅力をわかりやすく海外に発信可能になる

• 日本の食材や郷土料理等を学びたい料理関係者・学識
者等の研修のモデルコースとして活用

「食と農の景勝地」となる地域にとっての意義

○ 海外向けのＰＲ強化（インバウンド需要の取込強化）

• 国の日本食・食文化の魅力発信の施策で「食と農の景勝地（仮
称）」として紹介されることにより、食をテーマとした観光ルート
が形成され、地域を訪れる外国人旅行者が増加

○ 地域食文化の継承と進化
• 食をテーマとして明定することで、食文化の国際交流が促進さ
れ、「地域の食」の継承や新たな魅力の発見による進化に貢献




